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・若い女性の基礎疾患として頻度の高い甲状腺疾患、高血圧、糖尿病、関節リウマチの４疾患について、医療保健従事
者等がプレコンセプションケアに関する情報を提供する際に活用可能なマニュアルを作成。（令和４～６年度）

・予防のためのこどもの死亡検証（CDR）の運営のためのガイダンス・グリーフケアに関するガイダンス・予期せぬ
傷害予防のガイダンスを編纂。CDRの認知向上のために、幅広い対象者に対してCDRを啓発し、以後の国民啓発の
基礎を策定。（令和４～６年度）

・成育医療等の施策の実施状況等を客観的に検討・評価するための指標や目標値の検討、指標の評価システムの開発と、
指標及び実施状況のモニタリングを実施。研究成果を踏まえ、令和５年３月に通知「成育医療等基本方針に基づく評
価指標及び計画策定指針について」が発出され、令和５年度には自治体の計画策定につながった（令和３～５年度）

令和５年４月に施行されたこども基本法に定められるこども施策を推進するために定められたこども大綱においては、
「こどもまんなか」の実現に向けたＥＢＰＭの取組として、こども施策に関するデータの整備、エビデンスの構築が掲
げられている。胎児期、新生児期、乳幼児期、学童・思春期等、成育サイクルのステージごとの課題等を明らかにし、
健やかな成長を社会全体で後押しするための保健、医療、福祉などの幅広い関係分野での研究を推進する。

成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業

事業概要（背景・目的）

➢ こどもの健やかな成長や発達につなげる科学研究
【新規】新生児マススクリーニング検査の対象疾患拡充の検討に資する研究
【継続】身体的・精神的・社会的（biopsychosocial)で乳幼児・学童・思春期の健やかな成長・発達をポピュ

レーションアプローチで切れ目なく支援するための研究
【継続】乳幼児身体発育調査の統計学的解析及び乳幼児の発育・発達、栄養状態の評価に関する研究

➢ 妊娠・出産・育児等の各段階に応じた支援等につなげる科学研究
【新規】科学的根拠に基づく身体的・心理的な産後のケアの効果的な実施を推進するための研究
【継続】知的障害・発達障害児の強度行動障害の予防や出現時の早期対応の支援の促進に関する研究

➢ こども施策の総合的な推進につなげる科学研究
【新規】児童福祉との共有が必要な妊産婦・こども・家庭への支援を推進するための研究
【継続】こども家庭センター(母子保健機能)が母子保健事業を行う際に活用できる資材等を充実するための研究
【継続】母子保健情報のデジタル化とデータの利活用を推進するための研究

令和８年度概算要求のポイント

これまでの成果概要等

令和７年度予算額 371,000千円
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令和８年度新規研究課題の具体的な研究内容等

１．こどもの健やかな成長や発達につなげる科学研究

２．妊娠・出産・育児等の各段階に応じた支援等につなげる科学研究

３．こども施策の総合的な推進につなげる科学研究

こども施策のデジタル化、成育医療等の施策に関するアセスメントの標準化、自治体を通じたこども施策の実施

の在り方に関する検討等、こども施策の総合的な推進につなげる科学研究を実施。

➢児童福祉との共有が必要な妊産婦・こども・家庭への支援を推進するための研究 等

プレコンセプションケア、不妊症・不育症、妊娠、母子感染、産後のケア、父親支援、育児等、妊娠・出産・育

児等の各段階に応じた支援等につなげる科学研究を実施。

➢科学的根拠に基づく身体的・心理的な産後のケアの効果的な実施を推進するための研究

➢既存データベース等を用いたより適切な不妊治療の検討に資する研究 等

健康診査、栄養、保育、低出生体重児、多胎児、外国人、こどもの障害、CDR（Child Death Review）、虐待

等に関連した、こどもの健やかな成長や発達につなげる科学的研究を実施。

➢新生児マススクリーニング検査の対象疾患拡充の検討に資する研究

➢児童虐待に対する予防的施策の社会実装を促進する方策に関する研究 等

令和８年度新規研究課題案

令和８年度新規研究課題案

令和８年度新規研究課題案
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